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 第 1 章は序章であり、本研究に至る歴史的背景と目的、実験手法、ならびに本論文の概要につい
て述べている。第 2章から第 6章は二つの部に分かれている。 
 第 1部は、第 2章、第 3章、第 4章の 3章から構成されている。単一の結晶性共役高分子からな
る薄膜を扱い、製膜条件や熱処理条件が正孔輸送特性に与える影響、電子輸送特性の観察について
検討している。各章の内容は次のように要約される。 























 第 4章では、ナフタレンジミド系の電子輸送性共役高分子（N2200）の電流計測 AFM測定を実現
京都大学 博士（工学） 氏名 尾 坂 美 樹 
するとともに局所的な電子輸送特性ついて研究している。電子電流を測定するにはカルシウムなど
大気中で不安定な仕事関数の低い電極を用いる必要があり、測定が困難であるため報告例は見られ










 第 5 章では、異種材料が混合したブレンド膜の正孔輸送性について研究している。ドメインが膜
厚方向に貫通するモデル系として、サブマイクロメートルスケールの大きな相分離構造を有する
P3HT とフルオレン系の電子輸送性共役高分子（PF12TBT）とのブレンド薄膜を作製し、電流計測
AFM 測定を行った。その結果、P3HT単一膜に近い正孔輸送性を示す P3HT ドメインの中心部に比
べ、P3HTドメインと PF12TBTドメインの界面では正孔輸送性は著しく低く、PF12TBTが正孔輸送
を阻害していることが示唆された。また、加熱による正孔輸送性の変化を追跡することで、加熱の





 第 6 章では、製膜溶媒の選択および加熱処理温度の最適化により高効率な太陽電池特性を示す
P3HT/PF12TBTブレンド薄膜の正孔輸送特性について電流計測 AFM測定により研究している。高効
率なブレンド薄膜では、正孔を全く輸送しない PF12TBTドメインは見られず膜全体から正孔電流が
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博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。また、平成 29年 2月 17日、論文内容とそ
れに関連した事項について試問を行って、申請者が博士後期課程学位取得基準を満たしていること
を確認し、合格と認めた。 
 なお、本論文は、京都大学学位規程第 14 条第 2 項に該当するものと判断し、公表に
際しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。 
 
